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令和４年 第３回阿賀野市農業委員会総会会議録 

 

１ 令和４年第３回阿賀野市農業委員会総会は、令和４年３月２９日(火) 午後１時３０分よ

り、阿賀野市 笹神支所 ４階 議場に招集された。 

 

２ 出席者は次のとおりである。 

   ○農業委員 

 １番 曽 我 憲 司  ４番 本 間 多佳子  ５番 皆 川 光 浩 

６番 見尾田 正 行  ７番 阿 部 萬紀夫  ８番 齋 藤 瑞 穂 

 ９番 菅 井   茂 １０番 渡 邉   悟 １２番 遠 山   登 

１４番 笠 原 尚 美 １５番 栁   壽 一 １６番 大 堀 哲 男 

１７番 小 林 章 男 １８番 相 馬 重 男 １９番 小 嶋   覚 

   

   

   ○推進委員 

 １番 渡 邉   聡 ３番 辻   繁 雄  ４番 中 村 孝 幸 

８番 上 松 浩 二 ９番 小 林  司 １０番 伊 藤 剛 栄 

１１番 細 山 徹 也 １４番 青 木   等  

   

   

 

３ 欠席委員   

○農業委員  ２番 渡 辺   隆 ３番 上 松 千 恵 １１番 五十嵐 佐 敏 

  １３番 松 田 昭 悦 

 

〇推進委員  ２番 加 藤 卓 也  ５番 宮 嶋 市 郎  ６番 能㔟山 嘉 雄 

７番 羽 田 正 栄 １２番 長谷川 政 男 １３番 松 﨑   学 

１５番 蕪 木   緑 

 

４ 遅参委員   な し 

 

５ 早退委員   な し 

 

６ 会長の命により出席した者 

   事務局長           斎 藤 和 彦 

      次長             木 村 秀 行 

係長             斎 藤   恵 

主幹             山 崎 一 之 

主任             長谷川 幸 太 

 

７ 会議の日程は次のとおりである。 

日程第１  議事録署名委員の指名について 

日程第２  会期の決定について 

   日程第３  報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第４  報告第２号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用配分計画の 

決定について 
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日程第５  議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

日程第６  議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

日程第７  議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

日程第８  議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画の 

決定について 

日程第９  議案第５号 下限（別段）面積の設定について   

日程第１０ 議案第６号 阿賀野市農業委員会農地利用最適化推進委員候補者評価委員 

会委員の任命について 

日程第１１ 議案第７号 阿賀野市農業委員会事務局職員の人事について 

 

８ 審議の結果は次のとおりである。 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（長谷川） 

 

 

 

 

 

 

 

定刻となりましたので、ただ今より令和４年３月定例総会を開会いたしま

す。 

 只今の出席委員は、１５名です。定足数に達しております。 

 本日の欠席委員は、２番 渡辺委員、３番 上松委員、１１番 五十嵐委

員、１３番 松田委員の４名です。 

 推進委員の欠席は、２番 加藤推進委員、５番 宮嶋推進委員、６番 能

㔟山推進委員、７番 羽田推進委員、１２番 長谷川推進委員、１３番 松

﨑推進委員、１５番 蕪木推進委員の７名です。 

それでは、日程第１ 議事録署名委員を指名いたします。 

１４番 笠原委員、１５番 栁委員、１６番 大堀委員を指名したいと思い

ますが、これにご異議ありませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

異議なしと認め、議事録署名委員を、１４番 笠原委員、１５番 栁委員、

１６番 大堀委員にすることに決定しました。 

続きまして、日程第２ 会期の決定について、お諮りします。 

 会期については、本日１日限りにしたいと思いますが、これにご異議あり

ませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認め、会期を本日１日限りにすることに決定しました。 

 本日の書記は、斎藤局長、木村次長、斎藤係長、山崎主幹、長谷川主任で

あります。 

 それでは、日程第３ 報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通

知について、を議題といたします。  

事務局の説明をお願いします。長谷川主任、お願いします。 

  

議案書の 1ページをご覧ください。 

報告第1号 農地法第１８条第６項の規定による通知について説明をいた

します。 

今月は８８件あります。 

契約内容別では、農地法第３条の賃貸借権設定の解約が１件、農地法第３

条の使用貸借権設定の解約が２件、農用地利用集積計画の賃貸借権設定の解

約が８５件です。 

解約事由で主なものでは、農地中間管理権設定のための解約が多数提出さ

れております。１ページの受付番号３８６番ほかで、７０件あります。 
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議長（小嶋） 

 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

事務局 

（斎藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

続きまして、売買のための解約が、１ページの受付番号４４０番と、５７

ページの４３９番で２件あります。 

その他では、４６ページの４２１番・４２２番、４７ページの４２３番・

４２４番、４８ページの４２５番は借受人の経営規模縮小による借り手の変

更です。 

そのほか詳細につきましては、記載のとおりであります。 

以上で報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による通知について説

明を終ります。 

 

 ありがとうございました。 

 事務局の説明が終わりました。 

 報告案件ではありますが、ご質疑がございましたらお願いします。 

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

 質疑なしと認めます。 

 ご承知おきをお願いします。 

ここで、説明員を交代いたします。 

 

 ─ 説明員  交代  斎藤係長 ─ 

 

続きまして、日程第４ 報告第２号 農業経営基盤強化促進法の規定によ

る農用地利用配分計画の決定について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。 

斎藤係長、お願いします。 

 

報告第２号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用配分計画

の決定について報告いたします。 

令和４年２月２８日開催の定例総会で承認された農地中間管理権設定の

農地等１９件、１７３筆、１２５，３８０．４３㎡について、報告します。 

配分は１５件、移転は４件となっております 

はじめに、配分については、議案書の６２ぺージ１６番からとなります。 

土地の所在地、地目、地積、賃貸借料につきましては、農地中間管理権設

定で固定しておりますので、案件ごとの読み上げは省略します。 

令和４年４月２６日、新潟県が公告をすることから、期間の開始は令和４

年４月２７日、終了及び賃貸借料は各案件固定となっております。 

続きまして、配分の移転については、６１ページ１番から６２ぺージ４番

までです。 

移転後の開始は、令和４年４月２７日、終了及び賃貸借料は各案件固定と

なっております。 

なお、配分計画の譲受人は、農地中間管理事業農用地等借受申出登録者で

す。 

以上、報告を終ります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

 報告案件ではありますが、ご質疑がございましたらお願いします。 

よろしいでしょうか。 
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委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

事務局 

（長谷川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

 質疑なしと認めます。 

 ご承知おきをお願いします。 

ここで、説明員を交代いたします。 

 

 ─ 説明員  交代  長谷川主任 ─ 

 

続きまして、日程第５ 議案第１号 農地法第３条第１項の規定よる許可

申請について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。  

長谷川主任、お願いします。 

 

議案書の８１ページをご覧ください。 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について説明いた

します。 

今月の申請件数は、所有権移転が６件、１７筆、合計面積が３，８９４．

３０㎡、使用貸借権の設定が１件、３筆、合計面積が５，０７８㎡です。 

最初に所有権移転を説明します。 

受付番号６４番、久保字稲葉、地目、台帳・現況がともに田、地積１３６

㎡です。 

譲受・譲渡理由は「隣接地の取得」と「相手方の要望」です。  

契約の内容は、贈与による所有権移転です。 

受付番号６５番、勝屋字札ノ前、地目、台帳・現況がともに畑、地積３３

㎡、これを含めまして合計３筆で７７㎡です。 

譲受・譲渡理由は「相手方の要望」と「財産処分」です。  

契約の内容は、贈与による所有権移転です。 

受付番号６６番、上一分字谷地、地目、台帳・現況がともに田、地積９４

１㎡です。 

譲受・譲渡理由は「隣接地の取得」と「財産処分」です。  

契約の内容は、総額で４７０，５００円での売買です。 

受付番号６７番、小境字家ノ浦、地目、台帳・現況がともに田、地積１２

５㎡、これを含めまして合計７筆で１，３１９．３０㎡です。 

譲受・譲渡理由は「隣接地の取得」と「財産処分」です。  

契約の内容は、総額で３９０，０００円での売買です。 

８２ページになります。 

受付番号６９番、草水字赤坂山、地目、台帳・現況がともに畑、地積２８

２㎡、これを含めまして合計４筆で１，２９８㎡です。 

譲受・譲渡理由は「隣接地の取得」と「財産処分」です。  

契約の内容は、総額で５４０，０００円での売買です。 

受付番号７０番、保田字砂山、地目、台帳・現況がともに畑、地積１２３

㎡です。 

譲受・譲渡理由は「隣接地の取得」と「財産処分」です。  

契約の内容は、総額で３０，０００円での売買です。 

８３ページになります。 

続きまして、賃貸借権の設定になります。 

受付番号６８番、村杉字清水川、地目、台帳・現況がともに田、地積５０

８㎡、これを含めまして合計３筆で５，０７８㎡です。 

譲受・譲渡理由は「新規就農」と「耕作不便」です。 

契約の内容は、令和４年４月１１日から令和９年２月１０日まで、年間７
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議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

農地部会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

委員 

０，０００円での貸借です。 

以上ですが、本議案について、審査基準の全ての項目について、申請書に

記載された内容が、当該審査基準に該当するか否かについて説明を申し上げ

ます。 

 最初に、申請地に小作人がいるかどうかについては、農地基本台帳及び申

請者より該当しないことを確認いたしました。 

 また、譲受人が権利取得後に、今回取得する全ての農地について耕作され

るかという点については、譲受人からの聴取及び農機具等の所有状況から耕

作が行われるものと判断いたしました。 

 次に権利取得後の農業従事及び効率的な利用については、通作距離及び農

機具等の所有状況等から、問題はないと判断いたしました。 

下限面積については、全ての案件について要件を満たしております。 

また、地域との調和要件については、地区担当委員からの現地調査結果で

も「許可相当」との報告をいただいております。 

 以上で議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について

説明を終わります。  

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

なお、６８番案件の譲受人は、新規参入であります。 

先に、農業参入審査会を実施しておりますので、見尾田農地部会長から報

告があります。 

 

６番 見尾田です。それでは報告いたします。 

農地法第３条第２項第５号に規定する下限面積、５０a に満たない受人が

新規就農計画書を提出した案件１件があり、事前聴取したので報告します。 

提出のあった新規就農計画書に基づき、六役と本会事務局長及び阿賀野市

農林課農林企画係長で、審査させていただきました。 

議案書の議案第１号 農地法第３条の賃貸借権６８番案件の受け人につ

いて、報告します。 

 申請者の年齢は３９歳、年齢的にも新規就農者として大いに期待できると

ころですが、地域内の高齢者化等の理由で離農される方々の農地について

も、今後受け入れていきたいという意欲もあり、地元に根ざした営農を目指

していくとのことです。 

対象農地については、地元農家組合長の紹介による賃貸借となり、通作距

離はありますが、地元の方から協力を得ながら農地を適正管理するとのこと

ですので、問題はないと思います。 

審査会は、阿賀野市農業委員会農業参入の申請等に係る取扱基準第５条の

審査基準に適合するため、計画書の内容は妥当なものと判断しました。 

以上、報告を終わりますが、皆さんの慎重なるご審議をよろしくお願いし

ます。 

 

ありがとうございました。 

農業参入審査会報告が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について、ご質疑

がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ）  
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議長（小嶋） 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

事務局 

（長谷川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

委員（曽我） 

 

 

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請に

ついて、原案のとおり承認し、許可することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第１号 農地法第３条第１項の規定による許可申請

について、原案のとおり承認し、許可することに決定いたしました。 

続きまして、日程第６ 議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許

可申請について、を議題といたします。 

 事務局の説明をお願いします。長谷川主任、お願いします。 

 

議案書８５ページをご覧ください。 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について説明いた

します。 

受付番号５番、永久転用です。申請人は記載のとおりです。  

土地の所在が大室字大野地、地目、台帳・現況がともに田、地積が７１０

㎡です。 

転用目的は、農産物選別施設兼乾燥調製施設建築用地で、資金計画は記載

のとおりです。 

農地区分につきましては、農用地区域内ですが本件に関しましては、令和

３年１１月総会において農業用施設用地として農振の用途変更が承認され

ており、阿賀野市長より阿賀野農業振興地域整備計画の農業用施設用地へ用

途変更された通知が出ております。 

 許可基準は、農業用施設は許可可能であります。 

転用事由は、申請者は後継者と園芸に本格的に取り組んだことから自宅敷

地内の作業場が手狭となり、乾燥機の移設も必要な状況であります。更なる

規模拡大を図るため、当該地に新たな乾燥調製施設を建設するものです。 

場所につきましては８６・８７ページの位置図・案内図をご覧ください。 

笹神地区、大日集落の新大日の方の国道２９０号線下側に位置する土地で

す。 

８８ページは更正図です。申請地は図面中央、太枠で囲んで表示しており

ます。 

８９ページは土地利用計画図です。道路側に農作業場を建設し、奥の方は

農業資材置場にする計画です。土地の西側は山で杉林になっています。 

９０ページは建物平面図、９１ページは立面図を掲載しています。 

以上で議案第２号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について説

明を終ります 

 

 ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

 この案件につきましては、現地調査を実施しておりますので、現地確認報

告をお願いいたします。 

１番 曽我委員より、現地確認報告をお願いします。 

 

 １番 曽我です。ただいま事務局から説明があったとおり、３月２４日に

事務局２名と委員４名で現地を見させていただきました。８７ページの住宅

地図のとおり、２９０号線の下側に自宅があり、民家を挟み申請地がありま
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議長（小嶋） 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 
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（長谷川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。左側が杉林になっており、近年害虫の被害が深刻化しており、この地に

現在の作業場が手狭となったため、何ら問題はないと認識し、見てきました。 

 以上です。 

 

ありがとうございました。 

現地確認報告が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について、ご質疑

がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

  

質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請に

ついて、原案のとおり承認し、許可することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第２号 農地法第４条第１項の規定による許可申請

について、原案のとおり承認し、許可することに決定いたしました。 

続きまして、日程第７ 議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許

可申請について、を議題といたします。 

 事務局の説明をお願いします。長谷川主任、お願いします。 

 

９３ページをご覧ください。 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について説明いた

します。 

受付番号５１番、賃貸借権設定による一時転用です。 

借り人・貸し人は記載のとおりです。  

土地の所在が上江端字上ノ山、地目、台帳・現況がともに田、地積が１，

０２４㎡、これを含めまして合計２９筆で１９，３７１㎡です。 

転用目的は陸砂利採取事業で、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間が許可日から令和５年１０月１０日まで、農地区分は農用地区域

内となっており原則許可できない場所でありますが、陸砂利採取事業による

一時的な転用であり例外的に許可できるものとなっております。 

転用事由は、圃場整備を行いより良い農地に復旧するための手段として、

陸砂利採取を実施するものです。 

場所につきましては９５・９６ページの位置図・案内図をご覧ください。

上江端集落と安田の寺社集落の間の農地になります。 

９７ページは更正図で、申請地を太枠で囲んで表示しております。 

９８ページには、土地利用計画を掲載しました。 

９９ページには、全体土地利用計画図を掲載しております。本申請は第 5

期となっており図面の右側の太枠で囲んで表示している部分になります。 

１００ページになります。 

受付番号 52 番、所有権移転による永久転用です。 

譲受・譲渡人は記載のとおりです。 

土地の所在が保田字草苅場、地目は台帳が畑、現況が田、地積が２９１㎡、

これを含めまして合計７筆で２，６５１．５３㎡です。 
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転用目的は、工場敷地の拡張で、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間は、許可日から令和４年１０月３１日まで、申請地は、山崎パイ

ル工場や●●●●●●●●●●●●のある工業団地内の農地であるため、農

地区分につきましては、住宅の用若しくは事業の用に供する施設が連たんし

ている区域と判断し、第３種農地となります。 

許可基準は、許可可能であります。 

転用事由は、申請者は住宅建築のプレカット事業に力を入れており、現工

場に隣接する当該地に新工場の建築を計画したものです。 

場所につきましては、１０１・１０２ページの位置図・案内図をご覧くだ

さい。 

国道４９号線安田バイパスから県道新潟・安田線を小浮方面に１㎞ほど進

んだ山崎パイル工場や山下家具店安田工場などのある工業団地内に位置し

ております。 

１０３ページには、更正図に申請地を太枠で囲んで表示しております。 

１０４ページは、土地利用計画図及び排水計画図です。雨水は敷地内に側

溝及び集水桝を整備し、排水路へ排水する計画です。 

１０５ページは、建物立面図を掲載しています。  

１０６ページになります。 

受付番号５３番、所有権移転による永久転用です。 

譲受・譲渡人は記載のとおりです。 

土地の所在が外城町、地目は台帳が田、現況が畑、地籍が２３１㎡です。 

転用目的は個人住宅建築用地で、資金計画は記載のとおりです。 

工事期間は、令和４年４月２０日から令和４年７月３０日まで、農地区分

につきましては、都市計画法第８条第１項第１号に規定する用途地域の「第

一種住居地域」に定められており、第３種農地となります。 

許可基準は、許可可能であります。 

転用事由は、申請者は現在、アパートに居住していますが、子供の成長に

より手狭となってきているので、当該地を購入して住宅を新築するもので

す。 

場所につきましては、１０７・１０８ページの位置図・案内図をご覧くだ

さい。 

水原地区、阿賀野市上下水道局から東へ２００メートル程に位置しており

ます。 

１０９ページには、更正図に申請地を太枠で囲んで表示しております。 

１１０ページと１１１ページは、土地利用計画図・排水計画図です。住宅

とカーポートを建築する計画です。生活雑排水は公共下水道に接続します。  

雨水は、道路側溝がないため、敷地の南側に側溝を配置し溜桝から塩ビパ

イプを譲渡人所有の田の地中に通して排水路へ流す計画です。 

１１２ページは建物平面図を掲載しております。 

１１３ページになります。 

受付番号 54 番、所有権移転による永久転用です。 

譲受・譲渡人は記載のとおりです。  

土地の所在が曽郷字居浦、地目、台帳・現況がともに田、地積１，１５９ 

㎡、これを含めまして合計１０筆で６，３１７㎡です。 

転用目的は特定建築条件付売買予定地、資金計画は記載のとおりです。工

事期間が、許可日から令和７年３月３１日までです。 

特定建築条件付売買予定地についてですが、農地転用許可制度では、住宅

の用に供される土地の造成のみを目的とする農地転用については、当該地が

最終的に住宅になることが確実と認められないことから、原則として、これ

を認めないこととされているところですが、近年、家のデザイン、間取り等
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のニーズが多様化していることから、建築条件付売買予定地として転用申請

があった場合、要件を全て満たすと認められる時は、宅地造成のみの目的に

該当しないものとして取り扱い、許可可能となります。メリットとしては、

土地購入者が希望に沿った住宅を建築できるようになります。その要件は３

つあり、ひとつめは当該土地について、農地転用事業者と土地購入者とが売

買契約を締結し、転用事業者又は転用事業者が指定する建築業者と土地購入

者とが当該土地に建設する住宅について一定期間内、おおむね３カ月以内に

建築請負契約を締結することを約束すること、２に一定期間内に建築請負契

約を締結しなかった場合には、当該土地の売買契約が解除されることが当事

者間の契約書において規定されること、３に農地転用事業者は、当該土地の

全てを販売できなかったときは、販売できなかった残余の土地に自ら住宅を

建築すること、です。 

農地区分につきましては、申請地から５００メートル以内に小・中学校、

阿賀野市京ヶ瀬支所等、二つ以上の公益的施設が存在し、水道管、下水道管

の２種が埋設されている道路の沿道の区域であって、容易にこれらの施設の

便益を享受することができることから第３種農地となり、許可可能でありま

す。 

許可基準は、開発計画、資金計画及び先ほどの要件等を確認し、計画実施

は確実であると判断いたしました。 

転用事由は、申請者は新潟市で不動産業を営んでいますが、当該地は国道

４９号線への交通アクセスが非常によく、周辺には学校や市役所並びに公

園、図書館も近くにあることから住宅地としての需要が見込まれる最適地で

あることから、当該地を買い受けて２８区画の特定建築条件付売買予定地と

する計画を立てたものです。また、令和７年３月末までに販売できなかった

時は、販売できなかった残余の土地に住宅を建て建売住宅販売にすることを

約束しています。 

場所につきましては、１１４・１１５ページの位置図・案内図をご覧くだ

さい。 

阿賀野市京ヶ瀬支所から北東へ５００ｍほどに位置しており、自治会「曽

郷エコタウン」の北側になります。 

１１６ページには更正図に、開発区域を太枠で囲んで表示しております。

農地転用の申請地は塗り潰しで表示しております。 

１１７ページは土地利用計画図、１１８・１１９ページは排水計画図です

が、図のように２８区画の造成を計画しています。生活雑排水は公共下水道

へ接続し、雨水は新たに設置する側溝を介し、接続する道路側溝に排水しま

す。 

１２０ページは建物配置予定図、１２１から１２４ページは建物平面図を

掲載しています。図面は住宅を建設する時の標準的な建物図面となります。 

なお、建売分譲の場合、過去３年以内に県内において建売分譲の転用許可

の計画の過半が完了していないと次の許可申請はできないとの規定がされ

ていますが、その実績につきましては、阿賀野市と新潟市で 5件の転用許可

を受けておりますが、販売実績は全て完売しておりますので、この規定につ

きましてはクリアされていることを申し添えます。 

１２５ページになります。 

受付番号５５番、賃貸借権設定による一時転用です。 

借り人・貸し人は記載のとおりです。  

土地の所在が上江端字下上ノ山、地目、台帳・現況がともに田、地積２１

１㎡、これを含めまして合計２８筆で１５，４３０．３０㎡です。 

転用目的は陸砂利採取に伴う表土堆積場で、資金計画は記載のとおりで

す。 
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議長（小嶋） 

 

 

 

委員（曽我） 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

工事期間が令和４年４月２５日から令和７年４月２４日まで、農地区分は

農用地区域内となっており原則許可できない場所でありますが、一時的な転

用であり例外的に許可できるものとなっております。 

転用事由は、上江端上ノ山・浦田地内の陸砂利採取事業の実施に伴い、表

土堆積場として使用するものです。 

場所については１２７・１２８ページの位置図・案内図をご覧ください。 

上江端集落の北側の農地で、斜線で表示している場所です。 

１２９ページは更正図です。申請地を太枠で囲んで表示しております。 

１３０ページは土地利用計画図になります。 

１３１ページには砂利採取計画全体の土地利用計画図です。申請地は、図

面の左側の太枠で囲んで塗り潰しで表示しております。申請地は、令和３年

４月２６日付け、阿農委第 502052 号で５条許可を得て砂利採取を行い、申

請地の砂利採取はほぼ終わりましたが、砂利採取終了後に周囲の砂利採取に

伴う表土置場として使用するものです。 

砂利採取事業の完了届はまだ提出されていませんが、完了届を提出すると

本案件が許可になるまで周囲の砂利採取が出来なくなるため、砂利採取完了

の直前で表土置場としての転用申請するものです。なお、許可書は砂利採取

の完了届の提出を待って交付します。 

以上で議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について

説明を終わります 

 

 ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

 この案件につきましては、現地調査を実施しておりますので、現地確認報

告をお願いいたします。 

５２番及び５４番案件について、７番 阿部委員より、現地確認報告をお

願いします。 

 

 ７番 阿部です。５２番案件についてですが、安田の工業団地内にある最

後の農地であり、周りには隣接する農地もありませんし、何ら問題はないも

のと思って見てきました。また、５４番案件ですが、京ヶ瀬の宅地分譲の案

件ですが、２８区画、１１６ページをみますと左側に用排兼用の用水路があ

るわけですが、囲むようにＬ型を伏せて、上物の土がこぼれないようにする

とのことでしたので、隣接する農地には迷惑をかけないものと思って見てき

ました。 

以上です。 

 

ありがとうございました。 

続きまして、５５番案件について、１番 曽我委員より、現地確認報告を

お願いします。 

 

 １番 曽我です。５５番案件でありますが、こちらも事務局の説明のとお

り、陸砂利採取に伴う採石場ということになっております。３１ページの利

用計画図のとおり、完了するまでの表土置き場であり、何ら問題のないもの

と思い、見てまいりました。 

 以上です。 

 

ありがとうございました。 

現地確認報告が終わりました。 

なお、５１番及び５３番案件につきましても、現地確認を行っております
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が、現地確認委員の １１番 五十嵐委員 が欠席ですので、事務局報告のと

おりとさせていただきます。 

これから審議に入ります。 

議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について、ご質疑

がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

  

質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請に

ついて、原案のとおり承認し、許可することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第３号 農地法第５条第１項の規定による許可申請

について、原案のとおり承認し、許可することに決定いたしました。 

ここで、説明員を交代いたします。 

 

 ─ 説明員  交代  斎藤係長 ─ 

 

続きまして、日程第８ 議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定によ

る農用地利用集積計画の決定について、を議題といたします。 

 事務局の説明をお願いします。斎藤係長、お願いします。 

 

議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集積計画

の決定について説明申し上げます。 

 

全体の受付状況を申し上げます。 

今月の受付状況は所有権移転２件、８筆、２，１７５㎡、賃貸借権設定      

５０件、２７７筆、２９８，７０１．５４㎡、農地中間管理権設定１２４件     

７４２筆、６４６，８９７．７７㎡となります。 

      

最初に所有権移転の案件です 

１３３ページをご覧ください。 

譲渡人、譲受人の読み上げは省略させていただきます。 

なお、譲受人は、認定農業者またはあっせん譲受等候補者名簿登載者です。 

また、台帳現況地目については いずれも田または畑のため、地籍を含め 

読み上げは省略させていただきます。 

それでは、左より、受付番号、土地の所在地、内容順に申し上げます。 

１番、小栗山字宮上外３筆、１，５６８㎡、総額２５０，０００円の売買

です。 

２番、七島字大畑外３筆、６０７㎡、総額２５４，０００円の売買です。 

次に、賃貸借権設定の案件です。 

なお、更新案件につきましては、説明を省略させていただきます。 

１５１ページをご覧下さい。 

３２番、月崎字掛ケ上り外１筆、１，５９４㎡、１０ａ当り２０，０００

円。 

３３番、京ヶ島字古阿賀外６筆、５，６０５㎡、総額９５，０００円。 
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１５２ページ、３４番、福永字前田外６筆、６，５３４㎡、１０a 当りコ

シヒカリ６０㎏。 

１５３ページ、３５番、福永字前田外６筆、１１，８９３．２０㎡、１０

a当りコシヒカリ６０㎏。 

３６番、福永字前田外５筆、７０６㎡、１０a当りコシヒカリ６０㎏。 

１５７ページ、４２番、山口字荒田外６筆、８，４０８㎡、１０ａ当り３

０，０００円。 

１５８ページ、４４番、笹岡字杉本外１７筆、１６，３４２㎡、総額３８

０，０００円。 

１６０ページ、４５番、野村字大野地外８筆、１７，１９８㎡、１０ａ当

り２３，０００円。 

１６１ページ、４８番、上江端字興野前外１２筆、１１，４２６㎡、１０

ａ当り２２，４００円。 

１６２ページ、４９番、笹岡字砂押外７筆、１５，９０４㎡、１０ａ当り 

２５，０００円。 

１６４ページ、５１番、折居字寺浦、４９１㎡、１０ａ当りコシヒカリ６

０㎏。 

５２番、関屋字上田外７筆、９，０６６㎡、１０ａ当り２３，０００円。 

続きまして、農地中間管理権設定の案件です。 

初めに、案件の期間については、令和４年４月９日から、令和７年１２月

１０日、令和１０年１１月１０日、令和１４年１１月１０日まで、賃貸借権

は１０a当りの賃貸借料の設定となっております。 

１６６ページをご覧ください。 

３１番、小浮字鳥尻、７１３㎡、２２，０００円。  

３２番、長池、１，９５７㎡、２２，０００円。 

３３番、長池外２筆、８，６８０㎡、２０，０００円。 

３４番、姥ケ橋字鮫面外３筆、３，８２２㎡、１８，０００円、１９，０

００円。 

１６７ページ、３５番、飯森杉字村前、２５１㎡、使用貸借。 

３６番、飯森杉字古川外１筆、１，８５９㎡、１８，０００円。 

３７番、京ヶ島字古阿賀外２１筆、１７，０５２．７６㎡、１６，０００

円、１８，０００円、２０，０００円、２２，０００円。 

１７０ページ、３８番、七島字一本木外５筆、１，７３７㎡、２４，００

０円。 

３９番、上江端字野地、９２５㎡、２２，４００円。  

４０番、七島字大畑外１筆、９０９㎡、２４，０００円。 

１７１ページ、４１番、七島字中道外５筆、４，６８５．２８㎡、２４，

０００円。  

４２番、月崎字前野地、３３４㎡、２３，０００円。 

４３番、七島字下田、３５㎡、使用貸借。 

１７２ページ、４４番、飯森杉字道願上外４筆、５，０４１㎡、２０，０

００円。 

４５番、水原字十ヶ袋外２筆、４，５３８㎡、２３，０００円。 

４６番、山口町二丁目外１１筆、１２，９７３㎡ ２３，０００円。 

１７４ページ、４７番、百津字新町外５筆、３，８３２㎡、２２，６００

円。 

４８番、百津字境塚外４筆、４，０８０㎡、２２，６００円。 

１７５ページ、４９番、上江端字神明野外２筆、６，２００㎡、２２，０

００円。 

５０番、上江端字浦田外７筆、５，６６５㎡、２２，０００円。 
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１７６ページ、５１番、上江端字下上ノ山外７筆、６，９１２．３０㎡ 、

２３，０００円。 

１７７ページ、５２番、上江端字欠ノ下外３筆、６，７４３㎡ ２３，０

００円。 

１７８ページ、５３番、上江端字五反田外１１筆、１４，１０８㎡、２２，

０００円。 

１７９ページ、５４番、分田字曽ヶ窪、８８６㎡、２２，０００円。 

５５番、上江端字羽黒外８筆、７，２７３㎡、２２，０００円。 

１８０ページ、５６番、分田字瘤榎外１筆、６３８㎡、使用貸借。 

５７番、分田字浄土橋外６筆、８，４３６㎡、２２，０００円。 

１８１ページ、５８番、分田字山王田外７筆、９，２２１㎡、２２，００

０円。 

１８２ページ、５９番、分田字外山王、１，０６１㎡、使用貸借。 

６０番、分田字屋敷前外２筆、３，０２１㎡、２２，０００円。 

６１番、分田字下島、５１２㎡、２２，０００円。 

１８３ページ、６２番、分田字下島、１４４㎡、２２，０００円。 

６３番、分田字壱反割外６筆、７，７５６㎡、９，９３２円、２２，００

０円。 

６４番、分田字下島外１２筆、１１，３２２㎡、２２，０００円。 

１８４ページ、６５番、分田字下島外８筆、１４，３７６㎡、２２，００

０円。 

１８６ページ、６６番、分田字内原村外１２筆、９，９３２㎡、２２，０

００円。 

１８７ページ、６７番、分田字下島外１筆、２，４３５㎡、２２，０００

円。 

１８８ページ、６８番、分田字海口外１１筆、１０，０５３㎡、２２，０

００円。 

１８９ページ、６９番、分田字下島外５筆、６，４６０㎡、２２，０００

円。 

１９０ページ、７０番、分田字下島外３筆、４，１００㎡、２２，０００

円。 

７１番、分田字下島外９筆、９，２１２㎡、２２，０００円。 

１９１ページ、７２番、分田字壱反割外１１筆、１４，３７３㎡、２２，

０００円。 

１９２ページ、７３番、分田字下島外３筆、２，２４０㎡、２２，０００

円。 

１９３ページ、７４番、分田字山王田外２筆、４，３６６㎡、２２，００

０円。 

７５番、分田字下島外１７筆、２２，１２１㎡、２２，０００円。 

１９５ページ、７６番、分田字山王田外４筆、１１，１２７㎡、２２，０

００円。 

１９６ページ、７７番、分田字海口外７筆、７，９７７㎡、２２，０００

円。 

１９７ページ、７８番、分田字壱反割外５筆、３，５３７㎡、２２，００

０円。 

７９番、上福岡字大嶋外３筆、２，１８２㎡、２２，０００円。 

１９８ページ、８０番、小浮字鳥尻外１３筆、８，５４６．６１㎡、２２，

０００円。 

１９９ページ、８１番、上福岡字名子割外１筆、１，８０６㎡、２２，０

００円。 
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２００ページ、８２番、分田字海口外２筆、２，６３０㎡、２２，０００

円。 

８３番、分田字海口外７筆、６，３６７㎡、２０，０００円。 

２０１ページ、８４番、分田字海口外１７筆、９，２３８．０８㎡、１５，

０００円、２０，０００円、２２，０００円。 

２０３ページ、８５番、上福岡字立野、１，０２１㎡、使用貸借。 

８６番、分田字曽ヶ窪外７筆、６，２００㎡、２２，０００円。 

２０４ページ、８７番、分田字内原村外４筆、５，５４０㎡、２２，００

０円。 

８８番、分田字山王田外１筆、２，６０８㎡、２２，０００円。 

２０５ページ、８９番、分田字海口外８筆、５，８１７㎡、２１，０００

円。 

２０６ページ、９０番、分田字海口外１筆、１，７８２㎡、２１，０００

円。 

９１番、金屋字次郎丸境外１４筆、１０，９６１㎡、２０，０００円。 

２０７ページ、９２番、飯山新字前田、１，６１４㎡、１５，０００円。 

２０８ページ、９３番、熊堂字野地田外１筆、２，６８８㎡、１５，００

０円。 

９４番、分田字天王原外７筆、６，５９２㎡、２２，０００円。 

２０９ページ、９５番、久保字不多々外２筆、２，２４０㎡、１０，００

０円。 

９６番、大室字大日外５筆、５，８７５㎡、８，０００円。 

２１０ページ、９７番、大室字大日外７筆、５，２７９㎡、２，０００円 、

４，０００円、８，０００円。 

２１１ページ、９８番、大室字大日外２筆、３，４８６㎡、８，０００円。 

９９番、大室字大日外２筆、１，２０８㎡、使用貸借。 

１００番、大室字大日、１２８㎡、使用貸借。 

１０１番、姥ケ橋字鮫面外８筆、１２，５２０㎡、２５，０００円。 

２１２ページ、１０２番、猫山字居前外２０筆、１１，４０２．９４㎡ 、

２６，０００円。 

２１５ページ、１０３番、姥ケ橋字町道上、１，１９５㎡、２０，０００

円。 

１０４番、金渕字居前外３筆、５，１５５㎡、２５，０００円。 

１０５番、金渕字居前、１，９５２㎡、２５，０００円。 

２１６ページ、１０６番、金渕字居前外４筆、２，９０７㎡、２５，００

０円。 

１０７番、法柳新田字安ノ子外１筆、１，６１１㎡、２５，０００円。 

１０８番、金渕字道下外５筆、１０，４９５．２４㎡、２５，０００円。 

２１７ページ、１０９番、猫山字通田外２０筆、１２，０１９．６３㎡、 

２６，０００円。 

２１９ページ、１１０番、飯森杉字村前外１６筆、１７，２８１㎡、２５，

０００円。 

２２１ページ、１１１番、飯森杉字村前外８筆、６，２９６．９１㎡、２

５，０００円。 

２２２ページ、１１２番、飯森杉字村浦外３筆、４，６６１㎡、２５，０

００円。 

２２３ページ、１１３番、天神堂字上興野外８筆、１５，７３７㎡、２４，

０００円。 

２２４ページ、１１４番、堀越字仲田外１筆、２，００５㎡、２３，００

０円。 
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１１５番、堀越字萱場外５筆、３，４６４㎡、１５，０００円、２３，０

００円。 

２２５ページ、１１６番、堀越字市戸外５筆、５，８１０㎡、２０，００

０円。 

１１７番、堀越字蕪木、３７６㎡、１３，０００円。 

１１８番、堀越字蕪木外２筆、１，１８３㎡、１３，０００円。 

２２６ページ、１１９番、堀越字萱場外１３筆、１６，２９０㎡。２２，

４００円。 

２２７ページ、１２０番、堀越字石船戸外９筆、４，７４２㎡、２２，４

００円。 

２２８ページ、１２１番、堀越字石船戸外７筆、２，４６４．９１㎡、２

０，０００円。 

２２９ページ、１２２番、堀越字石船戸、９７１㎡、２２，４００円。 

１２３番、七島字元諏訪外 31 筆、２３，７１６㎡、３０，０００円。 

２３３ページ、１２４番、新飯田字家浦外１筆、１，０３４㎡、２２，０

００円。 

１２５番、堀越字市ノ山外５筆、１，９１９㎡、２１，０００円。 

２３４ページ、１２６番、福田字村北、１１９㎡、２１，０００円。 

１２７番、堀越字市ノ山外１筆、２３１㎡、使用貸借。 

１２８番、上中野目字石船戸外２筆、３，０７２㎡、２１，０００円。 

２３５ページ、１２９番、福田字村下外６筆、５，５１０㎡、２０，００

０円、２１，０００円。 

１３０番、福田字村北外２筆、１，０３０㎡、２１，０００円。 

２３６ページ、１３１番、福田字村北外３筆、３，０５２㎡、２１，００

０円。 

１３２番、福田字村下外１０筆、１０，９９６㎡、２０，０００円。 

２３７ページ、１３３番、土橋字野中、７１４㎡、２０，０００円。 

２３８ページ、１３４番、堀越字市ノ山外２０筆、１５，１６７．１１㎡ 、

１８，０００円、２０，０００円、２２，０００円。 

２４０ページ、１３５番、福田字畑中、６７１㎡、２２，０００円。 

１３６番、七石字道端外１筆、２，０４２㎡、２０，４００円。 

１３７番、堀越字市ノ山外１筆、２８７㎡、１，０００円。 

２４１ページ、１３８番、百津字新町、７２３㎡、２０，０００円。 

１３９番、福田字村北外１筆、１，０３０㎡、２２，０００円。 

１４０番、堀越字市ノ山、１，５５８㎡、２２，０００円。 

１４１番、百津字新町外１筆、１４７㎡、使用貸借。 

１４２番、堀越字市ノ山外４筆、１，０２９㎡、２１，０００円。 

２４２ページ、１４３番、庄ケ宮字家浦外１５筆、１３，２１３㎡、２０，

０００円。 

１４４番、里字金田野地、１８２㎡、使用貸借。 

１４５番、土橋字野中、３０４㎡、２０，０００円。 

１４６番、堀越字石船戸、９９０㎡、２２，４００円。 

１４７番、上江端字所曽根外６筆、７，８２４㎡、２０，０００円。 

１４８番、上江端字神明野外４筆、８，８７２㎡、２２，０００円。 

１４９番、牧島字フケ外５筆、６，３１５㎡、２２，４００円。 

２４６ページ、１５０番、上江端字欠ノ下外３筆、５，０８３㎡、２２，

４００円。 

２４７ページ、１５１番、堀越字市ノ山外８筆、２，６２４㎡、２１，０

００円。 

２４８ページ、１５２番、福田字村北外１１筆、６，０６５㎡、２１，０
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００円。 

２４９ページ、１５３番、福田字紅葉野外１筆、７９５㎡、使用貸借。 

１５４番、東町字漆島、６０４㎡、２２，０００円。 

 

以上で、農用地利用集積計画の内容は、農業経営基盤強化促進法第１８条

第３項の要件である農用地利用集積計画の内容が、基本構想に適合するもの

であること、利用権の設定等を受けた後において、備えるべき要件である 農

用地のすべてを効率的に利用して、耕作又は養畜の事業を行うと認められる

こと、農作業に、常時従事すると認められること、利用権の設定等を受けた

後において、農作業に常時従事すると認められない場合の備えるべき要件で

ある地域の農業者との適切な役割分担の下、継続的かつ安定的に農業経営を

行うと見込まれること、利用権を設定する土地について、関係権利者全ての

同意が得られていることの各要件を満たしていると考えます。 

また、地域との調和要件については、地区担当委員からの現地調査結果で

も、許可相当と報告をいただいております。 

以上で、議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集

積計画の決定について説明を終わります。 

 

 ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入りますが、賃貸借権設定の７番、８番、２２番及び２３

番案件の譲受人は、８番 齋藤委員が関係者であり、２５番案件の譲受人は、

１６番 大堀委員であります。 

同じく賃貸借権設定の３１番案件の譲受人は、推進委員の３番 辻推進委

員が、３９番案件の譲受人は、４番 本間委員がそれぞれ関係者であり、４

４番案件の譲受人は、１０番 渡邉委員であります。 

また、中間管理事業の７２番案件の譲渡人は、１２番 遠山委員でありま

す。 

いずれも農業委員会等に関する法律第３１条で規定されている「議事参与

の制限」に該当しますので、当該関係委員は退室し、該当する案件から先に

審議したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

 

（ 「異議なし」の声 ） 

 

異議がないようですので、そのようにいたします。 

はじめに、賃貸借権設定の「議事参与の制限」に該当する案件を審議いた

します。 

それでは、７番、８番、２２番及び２３番案件を審議いたしますので、８

番 齋藤委員の退室をお願いいたします。 

 

─ ８番 齋藤委員  退室 ─ 

 

 ８番 齋藤委員が退室されましたので、７番、８番、２２番及び２３番案

件について、審議いたします。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

 質疑なしと認めます。 
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 お諮りします。７番、８番、２２番及び２３番案件について、原案のとお

り承認することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。したがいまして、７番、８番、２２番及び２３番案

件について、原案のとおり承認することに決定いたしました。 

 ８番 齋藤委員の入室をお願いいたします。 

 

─ ８番 齋藤委員  入室 ─ 

 

 ８番 齋藤委員が着席されましたので、続けます。 

続きまして、２５番案件を審議いたしますので、１６番 大堀委員の退室

をお願いいたします。 

 

─ １６番 大堀委員  退室 ─ 

 

 １６番 大堀委員が退室されましたので、２５番案件について、審議いた

します。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。２５番案件について、原案のとおり承認することにご異議

ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。したがいまして、２５番案件について、原案のとお

り承認することに決定いたしました。 

 １６番 大堀委員の入室をお願いいたします。 

 

─ １６番 大堀委員  入室 ─ 

 

 １６番 大堀委員が着席されましたので、続けます。 

続きまして、３１番案件を審議いたしますので、推進委員の３番 辻推進

委員の退室をお願いいたします。 

 

─ ３番 辻推進委員  退室 ─ 

 

 ３番 辻推進委員が退室されましたので、３１番案件について、審議いた

します。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

 質疑なしと認めます。 
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議長（小嶋） 
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議長（小嶋） 

 お諮りします。３１番案件について、原案のとおり承認することにご異議

ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。したがいまして、３１番案件について、原案のとお

り承認することに決定いたしました。 

 ３番 辻推進委員の入室をお願いいたします。 

 

─ ３番 辻推進委員  入室 ─ 

 

 ３番 辻推進委員が着席されましたので、続けます。 

続きまして、３９番案件を審議いたしますので、４番 本間委員の退室を

お願いいたします。 

 

─ ４番 本間委員  退室 ─ 

 

 ４番 本間委員が退室されましたので、３９番案件について、審議いたし

ます。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。３９番案件について、原案のとおり承認することにご異議

ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。したがいまして、３９番案件について、原案のとお

り承認することに決定いたしました。 

４番 本間委員の入室をお願いいたします。 

 

─ ４番 本間委員  入室 ─ 

 

 ４番 本間委員が着席されましたので、続けます。 

続きまして、４４番案件を審議いたしますので、１０番 渡邉委員の退室

をお願いいたします。 

 

─ １０番 渡邉委員  退室 ─ 

 

 １０番 渡邉委員が退室されましたので、４４案件について、審議いたし

ます。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

 質疑なしと認めます。 
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 お諮りします。４４番案件について、原案のとおり承認することにご異議

ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。したがいまして、４４番案件について、原案のとお

り承認することに決定いたしました。 

 １０番 渡邉委員の入室をお願いいたします。 

 

─ １０番 渡邉委員  入室 ─ 

 

 １０番 渡邉委員が着席されましたので、続けます。 

続きまして、中間管理事業の「議事参与の制限」に該当する案件を審議いた

します。 

７２番案件を審議いたしますので、１２番 遠山委員の退室をお願いいた

します。 

 

─ １２番 遠山委員  退室 ─ 

 

 １２番 遠山委員が退室されましたので、７２番案件について、審議いた

します。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

  よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。７２番案件について、原案のとおり承認することにご異議

ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。したがいまして、７２番案件について、原案のとお

り承認することに決定いたしました。 

 １２番 遠山委員の入室をお願いいたします。 

 

─ １２番 遠山委員  入室 ─ 

 

 １２番 遠山委員が着席されましたので、続けます。 

次に、今程、決定した議事参与の案件以外の案件について、審議いたしま

す。 

ご質疑がございましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ） 

  

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。先程の議事参与の案件以外の案件について、原案のとおり

承認することにご異議ございませんか。 
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 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。したがいまして、先程の議事参与の案件以外の案件

について、原案のとおり承認することに決定いたしました。 

これで、議案第４号 農業経営基盤強化促進法の規定による農用地利用集

積計画の決定について、全て原案のとおり承認することに決定いたしまし

た。 

続きまして、日程第９ 議案第５号 下限（別段）面積の設定について、

を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。斎藤係長、お願いします。 

 

 議案第５号 下限(別段)面積の設定について 説明申し上げます。 

別冊議案書１ページをご覧ください。 

農地の権利取得における下限面積要件では、農地法第３条に基づく許可が

必要であり、この許可の要件の一つとして、５０ａの下限面積があります。 

下限面積の基準については、平成２１年の農地法改正により、地域の実情

に応じて農業委員会の判断で、別段の面積を定めることが可能となりまし

た。 

このことから、当農業委員会において、新規就農促進及び耕作放棄地解消

の取り組みの一環として、下限面積を引き下げて設定するものです。 

設定区域及び面積につきましては、農用地区域外、中山間区域を１ａに設

定。理由といたしまして、農用地区域外は、担い手等の集積や集約の影響を

及ぼす恐れのないこと、中山間区域においては、旧笹岡村と旧下条村が指定

されており、特に山手側では、立地条件により、生産性が不利であることか

ら、担い手等の集積や集約の影響を及ぼす恐れのないこと、また、空き家バ

ンクに付随した農地を０．１ａに設定。空き家に付随する農地は小面積であ

る場合が多いことから 面積要件を０．１ａに引き下げます。 

設定根拠につきましては、下限面積要件の原則では、農地法第３条第２項

第５号、取得後の農地面積の合計が５０ａになることが必要とありますが、

特例として、農地法施行規則第１７条、地域の実情に応じて、農業委員会が

別段の面積を定めることが可能であり、第２項、担い手が不足している地域

において新規就農者の受入れの促進により農地の有効利用等を図る観点か

ら、遊休農地等が相当程度存在する区域について、当該区域内の位置及び規

模からみて、小規模農家の増加により、区域内及び周辺の農地等の効率的か

つ総合的な利用の確保に支障を生ずるおそれのない場合に、任意の面積１０

a 未満でも設定が可能であることから農地法施行規則第１７条第２項により

下限面積を設定するものです 

以上、議案第５号 下限面積の設定について説明を終わります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第５号 下限（別段）面積の設定について、ご質疑がございましたら

お願いいたします。 

６番 見尾田委員、お願いします。  

 

 ６番 見尾田です。補足させていただきます。総会が終わってから、５回

ほど農地部会で懇談会を開かせていただきました。当初、畑を目途として、

１ａくらいでできないものかと要望がありまして、ところが農水省の方から

田んぼと畑はどちらも農地であることから、分けるわけにはいかないという



- 21 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

委員 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

 

 

 

議長（小嶋） 

 

 

 

事務局 

（斎藤） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ようなことで、なかなか話が進みませんでしたけれども、一部で農用地区域

外１ａ、中山間地区域１ａ、空き家バンクに付随した農地を０．１ａと設定

させていただきましたが、今回、これを承認していただいても、３月１１日

号の全国農業新聞で、この通常国会に提出する法案で、人・農地プランを基

盤法に法定化するというような内容の中で、３つほど出ております。人・農

地プランの法定化、農用地利用集積等促進計画の策定、それから３つ目に、

地域計画の達成に向けた改正、そのなかで、農地などの権利取得時の下限面

積要件の廃止、原則北海道で２ｈａ、都道府県で５０ａとされている、農地

の権利取得の下限面積要件は撤廃する、廃止するというものが、国会に提出

されるようでありまして、もし、これが国会で通れば、来年の４月を目途と

して廃止されるようであります。ですので、今回承認されても１年くらいで

そのまま廃止になるかもしれませんが、阿賀野市農業委員会としては０．１

ａ、１ａ、今回提出されたものは、ぜひ承認していただきたいと思っていま

す。 

 以上です。 

 

 ありがとうございました。 

 そのほかございませんでしょうか。 

 よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ）  

 

 それでは質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第５号 下限（別段）面積の設定について、原案のと

おり設定することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第５号 下限（別段）面積の設定について、原案の

とおり設定することに決定いたしました。 

ここで、説明員を交代いたします。 

 

 ─ 説明員  交代  斎藤局長 ─ 

 

続きまして、日程第１０ 議案第６号 阿賀野市農業委員会 農地利用最

適化推進委員候補者評価委員会委員の任命について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。斎藤局長、お願いします。 

 

 議案第６号 阿賀野市農業委員会農地利用最適化推進委員候補者評価委

員会委員の任命について、提案理由のご説明を申し上げます。 

 議案書は、別冊の２ページになります。 

令和４年７月改選の農地利用最適化推進委員を、農業委員会が委嘱するに

あたり、農地利用最適化推進委員候補者１１名を選定するため開催する、評

価委員会の委員については、阿賀野市農業委員会農地利用最適化推進委員候

補者評価委員会運営要綱第３条に、「評価委員は、農業委員会が任命する農

業委員６人で組織する。」と規定しています。 

この要綱に基づき、会長、会長職務代理、農地部会長、農地副部会長、農

政部会長、農政副部会長の現六役とすることについて、同意を求めるもので

あります。 
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議長 

ご同意くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 

以上、議案第６号 阿賀野市農業委員会農地利用最適化推進委員候補者評

価委員会委員の任命について、説明を終わります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第６号 阿賀野市農業委員会農地利用最適化推進委員候補者評価委

員会委員の任命について、ご質疑がございましたらお願いいたします。       

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ）  

 

 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。議案第６号 阿賀野市農業委員会農地利用最適化推進委員

候補者評価委員会委員の任命について、原案に同意することにご異議ござい

ませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第６号 阿賀野市農業委員会農地利用最適化推進委

員候補者評価委員会委員の任命について、原案に同意することに決定いたし

ました。 

続きまして、日程第１１ 議案第７号 阿賀野市農業委員会事務局職員の

人事異動について、を議題といたします。 

事務局の説明をお願いします。斎藤局長、お願いします。 

 

議案第７号 阿賀野市農業委員会事務局員の人事について、提案理由の説

明を申し上げます。議案書は別冊の３ページになります。３月１８日の内示

を受けまして、令和４年４月１日付で配置される職員について、農業委員会

等に関する法律第２６条第３項に農業委員会が職員の任命を行うと規定し

ていることから、その同意を求めるものであります。それでは転入等をご覧

ください。局長 宮嶋正憲、前任課 市民生活課、次長 大瀧秀樹、前任課 

会計課、農地整備係係長 野﨑耕一、前任課 市民生活課、農地整備係主幹 

杉山真紀、前任課、管財課、以上のとおり配置したいと思いますので、同意

くださいますようお願い申し上げます。 

これで議案第７号 阿賀野市農業委員会事務局員の人事について説明を

終わります。 

 

ありがとうございました。 

事務局の説明が終わりました。 

これから審議に入ります。 

議案第７号 阿賀野市農業委員会事務局職員の人事異動について、ご質疑

がございましたらお願いいたします。      

よろしいでしょうか。 

 

 （ 「なし」の声 ）  

 

 質疑なしと認めます。 
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委員 

 

議長 

 お諮りします。議案第７号 阿賀野市農業委員会事務局職員の人事異動に

ついて、同意することにご異議ございませんか。 

 

 （ 「異議なし」の声 ） 

 

 異議なしと認めます。 

したがいまして、議案第７号 阿賀野市農業委員会事務局職員の人事異動

について、同意することに決定いたしました。 

 以上で、本日の総会の案件の審議はすべて終了いたしました。 

ご協力ありがとうございました。 

 

－ １４時５０分終了 － 
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会議の経過を記載して相違ないことを証するためにここに署名する。 

 

 

   令和４年３月２９日 

 

 

 

    議事録署名委員  １４番                ㊞ 

 

 

    議事録署名委員  １５番                ㊞ 

 

 

    議事録署名委員  １６番                ㊞ 

 

 

    議 長 

農業委員会長                      ㊞ 


